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あんしん

なっとく

じゅうじつ の生活

●グループホーム

●あったかほーむ

●余暇利用

●環境保全

お品書き

わいわい日中ボランティア。

時間：おまかせ。

月１回でもかまいません。

お話相手、散歩・買い物

などなど。

募集中

お問い合わせ ＮＰＯ法人事務局（ｳﾞｨﾗ向陽）TEL 0748-69-7741 FAX 0748-69-7741

２０１１年３月１５日発行 第１９号

ＮＰＯの活動報告

●６月３日 ﾎﾜｲﾄﾊｳｽ 小樽の町並み・旭山動物園(5日まで)

●８月８日 余暇ﾜｲﾜｲ（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ）

●９月４日 夏祭り

●９月24日 小浜民宿（ﾎｰﾑ・本部合同）

●10月17日 高齢者GH合同運動会

●10月23日 石部宿まつり参加

●10月30日 すずらんﾎｰﾑ 白浜温泉・ｻﾌｧﾘﾊﾟｰｸ(31日まで)

●10月30日 南花 ﾐｼｶﾞﾝ琵琶湖ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ(31日まで)

●11月６日 芋煮会

●11月14日 ふれあい広場参加

●12月４日 第2回理事会

●12月19日 お餅つき

●12月23日 ﾎｰﾑ・事業所合同運営会議

●１月９日 余暇ﾜｲﾜｲ（ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・初詣）

●１月18日 栗東ﾊｲﾂ・Myほーむ・さんさんﾊｳｽ タイ旅行(22日まで)

●１月23日 合唱録音（雨山研修館）

●２月１日 西多摩地区 交流会

●２月13日 なんてん30周年ﾜｲﾜｲあぼしｸﾗﾌﾞ10周年打ち合わせ

●３月21日 第3回理事会

月1回 ホームｻﾎﾟｰﾄ会議、あったか企画会議、わいわい運営会議

偶数月 わいわい運営推進会議

昨年は、各ホームで、２年に１度の泊

つき旅行があり、タイ、北海道、県内、

和歌山白浜へと、思い思いの所へ出かけ

ました。お年寄りのホームでも、３班に

分かれ、近江八幡や彦根に出かけました。

今年は、法人設立１０周年の節目です。

記念のコンサートや集い・夏祭り、活動

記録のＤＶＤ化などを予定しています。

これまで以上のお引き立てをよろしく

お願いいたします。

10月17日グループホーム合同運動会より
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インフォ メーシ ョ ン ＜法人設立10周年 ・ なんてん30周年イベン トのご案内＞

総会は、5月21日(月 ・ 祝)に決まりました。

10周年記念の各種イベン トを開催します。第１弾は、2011みんなおいでやコンサートで

今回も 、 ソプラ ノ歌手の山本隆子さんをお招きし 、 6月4日(土)雨山研修館で開催します。

第2弾は、記念の集いを8月27日 （土 ） に開催します。式典 ・表彰 ・ 活動記録の映像紹

パネルディスカッシ ョ ンなどを計画しています。

第3弾は、夏祭りを9月3日 （土 ） に開催します。 皆さまの参加をお待ちしています。

“遠く離れて「支えあう」”
みなさんご存知のように大変な事態である。巨大地震、津波による想像を絶する被

害、また原子力発電所損傷による放射能の拡散、日本にとっては太平洋戦争以来の重大な

危機といっても過言ではない。

国（政府）や地方自治体、企業や事業所、国民が、ここはひとまずそれぞれの主義主

張、言い分を控えて、一体となって、救援復興に全力を尽くす時である。

今朝、春の雪を横目に見ながら、小谷城近くの研修会場へ向かった。いつものように車

中でラジオ放送を聞きながらの運転であった、

視聴者からの投稿が紹介されていた。

この地震後も大きな余震が続いていることもあって、関東、東日本、東北地方では燃料

や食料品、衣類等の買いだめが起きている。岩手や宮城のいくつかの避難所では、まだ救

援物資すら届いていないのに、もう少しの節度を持って欲しい。

そんな時、スーパーで感動的な光景を目にした。１０歳ぐらいの男の子が両手いっぱい

のお菓子を手にしてレジまで来たが、やっぱり要りませんと言ってお菓子をレジ台に置い

た。そしてポケットから千円札を出して、募金箱に入れて帰っていった。

ラジオを聴きながら、思わず涙ぐんでしまった。この心は震災で亡くなられた方々、津

波で行方不明の方々、避難所で必死に耐えておられる方々に必ず届く、そしてこの心が拡

がり、被災地と日本は必ず復興すると思った。

遠く離れておもいやる、出来ることで支えあう！

どちらかというと、これまで理屈で進めてきた「くらし支え合い」活動の原点にふれ

た、ありがたい機会であった。（み）

「働きながら資格が取れる」という求人広告を見たのがきっかけでグループホー

ムわいわいに勤めはじめて１年が経ちました。

勤めてすぐにＡさんのターミナルケアを経験し、ショックを受けたのを思い出しま

す。ここで働くということは、この気持ちを受け止めなくてはいけないんだと感じま

した。

１年はあっという間に過ぎていったように思います。毎日覚えることに必死で帰宅

すれば一日を振り返り反省するというに日々を送り、悩むことも増えていきました。

しかし、そのような時に私を支えてくれたのは、お年寄りの“笑顔”でした。

ただ笑顔を見せてくださることが嬉しくて嬉しくて‥

それから難しいことを考えるのはやめようと思いました。毎日笑って過ごしてもら

えるように今の私にできることを少しずつお手伝い

させてもらえば良いと思いました。

優しい先輩スタッフにも恵まれ「感謝」という気

持ちでいっぱいです。

そして、これからもたくさん笑って過ごせるよう

に宜しくお願いします。

小原 瑠璃子（旧姓:藤野）
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グループホームわいわい ～ほっこり ・ にっこ り～
－－ １ ０～１ １月 ・わいわい旅行記 編 －－

皆さんは、よ く旅行に行かれますか？

わいわいで生活を共にしていると 、秋になる頃には 「今年の旅行はどうする～？？ 」 という話

きます。 ‥という ことで、今回は日帰り旅行の１グループと一泊旅行の２グループに分かれ

行って来ました。

日帰り旅行グループは、近江八幡のホテルニューオウミにて、中華のコース料理をいただき

コスモス畑を見学し 、季節を感じられる時間を過ごしていただけたと思います。

一泊旅行の２グループは、彦根のかんぽの宿で温泉に入り 、それぞれ松茸づく しコースと近江

スを味わいました。若いスタ ッフでも食べきれないく らいの量で、お刺身やすき焼きもあり 、み

いわい言いながらいただきました。

温泉は個室風呂だったので、お年寄りもスタ ッフも一緒にゆっ く り

につかりました♪ 部屋からは、琵琶湖が一望できて、Kさんは 「若い

によ く連れてきてもらって泳いだよ～ 」 と 、繰り返し思い出話をして

した。私はそのKさんと同じ部屋で寝たのですが、何度聞いてもその度

情がこもっていたので新鮮でした。

翌日は、彦根城近辺を散策したり 、おみやげを見たり 、たねやさん

ものをいただいたりと 、盛りだ く さんの旅行でした。少人数グループ

行は初の試みでしたが、お年寄りにもゆったり と過ごしていただけた

ます。

追伸 ： Nさんにとっては最後の旅行となりましたが、好きなビールが

て喜ばれていました。Nさん、ありがと うございました。 （宮田

－－ －－

特定非営利活動法人縁活は、２００９年１月に立ち上がりました。

名前を考えるときに、今までの人の出会いやさまざまな出来事のおかげで立ち上げることができたことを感

謝し、これからもご縁を大切にしたいことから、「縁活」と決めました。

最初の頃は、銀行の引き出し手続きで銀行窓口のお姉さんに「エンカツ様！」と呼ばれた時は照れくさく恥

ずかしい気持ちになったことを思い出します。

事業としては、２００９年３月からグループホーム「すうほ」の暮らしが始まりました。現在利用者は６名

（男性）で暮らしています。地域の運動会や盆踊りや草刈り等に参加し、少しずつご近所との関係を築いて

いければと考えています。

ホームでは暮らしを築くことの難しさを常に感じます。地域社会といっても、利用者がその社会を必要と感

じないとそれはできないことであり、人間関係の構築についてはゆっくりと気長に取り組んでいくしかない

のかな～。と思っています。そして、何かトラブルがあった時こそ関係性を構築できるチャンス！と思い、

しっかりと向き合うようにしたいとスタッフ間で話して合っています。本当に「すうほ」は素晴らしいスタ

ッフに恵まれていると思います。

また、他の事業として、２０１１年４月から作業所「おもや」を立ち上げる予定をしています。場所はホー

ムの前にあるテナントになります。Ｂ型就労継続事業の定員２０名です。作業は栗東の特産いちじく作業を

中心に農作業を行います。

作業の大切にしたいことは、自分たちで作ること、食べること、売ることです。

近所の朝市に出荷し、地域の皆様に知っていただくきっかけにもなると思っています。自分で採った新鮮野

菜を食べることができるのは農業の特権です。「作業所っぽくない」、むしろ「農家っぽい」仕事場したい

と思っています。

また、見学、利用の相談などありましたら、ご連絡お待ちしております。

今後とも縁活をどうぞよろしくお願いいたします。 （杉田 健一）
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〈編集後記〉
このたびの東北地方太平洋沖地震により、被害を受けられた皆様に
心よりお見舞いを申し上げます。
一日も早い復旧と普段通りの生活ができますよう心より祈っており

ます。（みつい）

［ＮＰＯワイワイあぼしクラブ 関連事業所の住所・連絡先］

●

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東七丁目５番９号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－６７２３

E-mail: npowai@ex.biwa.ne.jp
●

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東七丁目５番２５号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－５７４１

E-mail: waiwai@ex.biwa.ne.jp
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南七丁目９番２０号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－４２７４

E-mail: qpmx33521@nike.eonet.ne.jp
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南六丁目９番２９号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－３１３０

E-mail: pskm67097@ares.eonet.ne.jp
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南八丁目1番20-210号
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－０６３０

E-mail: white@w-aboshi.com
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南五丁目４番４号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－４７９１

E-mail: attaka@w-aboshi.com
●

〒５２０－３０４３ 栗東市林４８０番地

栗東ハイツＡ棟101号
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７７－５５３－０９７５

●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南七丁目１番９号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－６０－１１５７

E-mail: vpkv25205@ares.eonet.ne.jp
●

〒５２０－３１０８湖南市石部南八丁目1番20-110号
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－６９－７７４１

E-mail:SP wac-sprto@w-aboshi.com 本部 info@w-aboshi.com

県の「しが地域支え合い体制づくり事業」にエントリーし「(仮称)暮らし支え合いカフェ」づくりを進めています。
"食"をキーワードとして、独居のお年寄りへの宅配やホーム食材の共同調理、障がいのある人の雇用など、複合的な
機能を一体的に発揮する拠点を目指しています。詳細については、次回、ご案内します。 （せ）

〈お願い〉
会員の皆さまへ。
ひき続き、新規加入者（正会員・賛助会員）の
ご紹介および、今年度の会費の納入をよろし くお願
いいたします。


